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プロジェクトGAMの目的

• 「学」と「官」（下水道事業主体）との結びつけ
• GAM=下水道アカデミックマッピング

• 研究者（学）と行政（官）の情報を登録

官学のニーズのマッチングを目指す

• ｢産｣の参画はこれから

土木学会環境工学委員会と連携して、研究をより社会実装していくために、“水環境分
野の学の研究内容を体系的にマッピング”し、産官学の連携を強化することを目的とした
プロジェクトGAMを展開中（H28.12.7開始）。

データベースを運営開始（ただし一部改良中）であり、学官それぞれ以下の内容を登録
し、互いの状況を把握するとともに、連携を図る。（産はユーザ登録・ログイン不可）
「学」が登録する情報 ： 研究者情報、研究内容（研究テーマ）、自治体への要望 など
「官」が登録する情報 ： 事業における課題、フィールド・データ提供等協力可能な情報

など
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GAMデータベース使用のイメージ
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※登録状況（2018/12/17） 研究者：129件、研究テーマ：67件、自治体：393件
※登録された情報は、「官」または「学」のユーザID（メールアドレス）を登録して

ログインした場合に閲覧可能

GAMデータベース ～閲覧できる情報～

① 学の情報（研究者情報、研究テーマ情報）

研究者情報 ： 氏名、生まれ年、所属、所属機関の所在地、役職、連絡先、経歴、委員等の履歴、
自由コメント

研究テーマ情報 ： 研究テーマ、研究者氏名（代表者、共同者）、分類、キーワード、規模（実績、
今後の可能性）、段階（実績、今後の可能性）、研究のＰＲコメント、自治体へ
の要望コメント等、共同研究機関の有無とその情報、論文名、発表年、研究
情報へのリンク

② 自治体のニーズ情報（共同研究の募集等、抱えている課題）

都道府県市町村名、共同研究に関するキーワード、協力可能な内容（フィールド、試料、データな
ど）・具体内容、下水道事業に関する課題のキーワード・具体内容、連絡窓口

③ 学の情報を可視化（マッピング）した図（表）
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※１自治体による複数回答あり（2018.12.17時点）

GAMデータベース ～自治体ニーズ情報の登録状況～

キーワード
共同研究等
情報件数

下水道事業
課題件数

水環境 85 95
土壌・地下水 24 28
上水・用水・再生水 25 15
排水処理 155 162
汚泥・廃棄物処理 172 165

毒性・健康影響 2 3
試験・分析法 13 7
総合評価・管理 57 68

環境教育・国際協力 7 12
水環境文化 6 7
震災復興 26 13
その他 54 85

計 626 660

協力可能な内容 件数

共同研究 57

フィールド提供 128

試料提供 181

実測データ提供 120

技術展示 20

その他 60
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GAMデータベース ～できること～

① 水環境（主に下水道）に関する研究情報（シー
ズ）の検索

② 下水道事業を実施する自治体の共同研究の募
集等や 抱えている課題（ニーズ）の検索

③ 上記情報（シーズとニーズ）のマッチング

④ 研究者や研究テーマの分布、規模、段階の概
要を俯瞰できる
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GAMデータベースの進化 ～今後めざすこと～

① これまでの官・学に加え、産業界（民間企業や下水道関連団体）の参画、データ登録を進める

② データベース運用の効率化、自立化を目指す

③ 求める技術や欲しい情報がすぐに探せる、見やすい・分かり易いサイトの運営

④ 水環境分野に限らず、下水道界全体を網羅し、下水道施設（電気・機械・土木・情報通信）や下
水道管路、汚泥処理等に係る技術情報の集約

⑤ 自治体同士の課題等を共有する「場」の提供し、自治体間の結びつきを強めるとともに、複数自
治体の課題を解決するための学・民によるアプローチの促進

⑥ 民間企業と大学等研究機関、地方公共団体等の共同パートナーの検索

⑦ パートナー候補の検索に留まらず、GAM登録者に対する積極的なパートナー募集サービスの
提供

⑧ 自治体の下水道担当者による民間企業の新技術情報や調査業務情報の検索

⑨ 産学官のシーズとニーズに対する自動マッチングサービスの展開

⑩ 効果的なマッチングのための“仲人サービス”の展開
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平成30年度の取組

 パートナー候補の検索に留まらず、GAM登録者に対する積極的なパートナー募集サービスの提
供

→ マッチング促進会合の試行

 求める技術や欲しい情報がすぐに探せる、見やすい・分かり易いサイトの運営

→ 登録情報の可視化

 水環境分野に限らず、下水道界全体を網羅し、下水道施設（電気・機械・土木・情報通信）や下水
道管路、汚泥処理等に係る技術情報の集約

→ 指針等のリンク集

 学官のシーズとニーズに対する自動マッチングサービスの展開

→ 自身の登録情報に関連する研究者情報、研究テーマ情報、自治体情報の自動抽出
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マッチング促進会合の開催

今年度については、研究者（学）と自治体（官）が一同に介し、「官」には「学」の研究内
容に触れて貰い、「学」には「官」の現場の生の声（課題の核心）を聞いて貰うための、
マッチング促進会合を試行。

第1回（土木学会 環境工学研究フォーラム（主催：土木学会環境工学委員会）併催
企画）
日時：平成３０年１２月１９日（水）
場所：京都市 上下水道局 下水道部 鳥羽水環境保全センター
参加者： GAMに研究テーマ情報を登録している研究者12名、京都府と周辺の府県の地方

公共団体（上記の研究者のニーズに即した内容を登録している地方公共団体等）
21名、事務局（6名）、オブザーバー（（公財）日本下水道新技術機構 1名）。（合計
40名）

工程：施設見学(80min)⇒質疑応答・意見交換（自治体のなやみ相談会）(80min)

第2回（土木学会環境工学委員会・次世代下水道小委員会（主催：土木学会環境
工学委員会）併催企画）
日時：平成３1年２月5日（火）
場所：株式会社建設技術研究所 10階 会議室
参加者： GAMに研究テーマ情報を登録している関東地方の研究者及び、 GAMに情報を

登録している埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県内の地方公共団体
工程： 意見交換（自治体のなやみ相談会）(75min)
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マッチング促進会合 第1回の様子

■ 施設見学（京都市鳥羽水環境保全センター） ■

■ 質疑応答・意見交換（自治体のなやみ相談会） ■
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登録情報（トップページ画面）の可視化

（未公開のテストサイトでは改良済み。本サイトへの適用待ち。） 11

一覧表→模式図と棒

グラフによる表示に
改良（右の模式図で
選択した地域の登録
状況を棒グラフ表示）



指針等のリンク集
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リンク集に指針等へのリンクを作成（画面はイメージ（案））
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研究者情報マッチングリスト

自治体情報マッチングリスト

研究テーマ情報マッチングリスト

情報の自動抽出

追加メニュー案

ユーザの登録し
た情報（キーワー
ド※）にマッチする
情報で自動抽出し
たリストを表示

※：新キーワード（平成２９年度末にサイト改修済み）に、ユーザ自身が情報更新することで本機能が有効となる（旧キー
ワードでは機能しない。）

注：開発中の案なので、最終的に公表される時には、上記と異なる形となる場合があります。
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END



（参考）GAMデータベース ～サイトログイン画面～
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トップページ
ログイン有り

ユーザ情報編集 研究者情報登録・編集

研究テーマ情報登録・編集

自治体ニーズ情報登録・編集

検索結果一覧

研究者情報閲覧

研究テーマ情報閲覧

自治体ニーズ情報閲覧

※破線は登録するメールのドメイン
（ユーザ属性）によるアクセス制限
あり

問合せ・検索方法説明

（参考）サイトマップ

リンク集
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（参考）検索画面（トップページ画面）
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（参考）検索結果画面
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